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 第１回南魚沼市地域公共交通協議会（書面議決）結果 

 

 

１．通知発送日 

令和８年４月27日 

 

２．協議方法 

・会議の開催に代えて書面による議決を実施 

・南魚沼市地域公共交通協議会の各委員に対し、書面により議決内容を周知し、

回答を依頼 

 

３．協議事項 

１ 令和７年度事業報告及び収支決算について 

２ 令和８年度事業計画及び収支予算について 

３ 南魚沼市地域公共交通協議会規約の一部改正について 

４ 監査員の選任について 

５ 城内・五十沢地区におけるＡＩオンデマンド交通の運行について 

６ フジロック期間中の夜間シャトルバスの運行について 

 

４．協議結果 

 【回答状況】  

委員数：27人（会長を除く）  

回答数：22人 

無回答：５人 

委員の過半数の回答があったため協議会開催が成立（協議会規約第9条第2項）  

 

【回答結果】  

●協議事項１ 令和７年度事業報告及び収支決算について 

「承認する」と回答した委員数：22人 

「承認しない」と回答した委員数：０人 

 

出席委員の過半数の承認を得たため、協議会規約第９条第４項により、本議案

については原案のとおり承認されました。 

 

意見・理由等はありませんでした。 
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●協議事項２ 令和８年度事業計画及び収支予算について 

「承認する」と回答した委員数：22人 

「承認しない」と回答した委員数：０人 

 

出席委員の過半数の承認を得たため、協議会規約第９条第４項により、本議案

については原案のとおり承認されました。 

 

意見・理由等はありませんでした。 

 

 

●協議事項３ 南魚沼市地域公共交通協議会規約の一部改正について 

「承認する」と回答した委員数：22人 

「承認しない」と回答した委員数：０人 

 

出席委員の過半数の承認を得たため、協議会規約第９条第４項により、本議案

については原案のとおり承認されました。 

 

（承認する）意見あり１人 

委員名 委員からの意見・理由等 意見・理由に対しての回答 

中島委員（東日

本旅客鉄道㈱新

潟支社越後湯沢

駅） 

所属団体名の修正につい

て。 

規約３ページ及び分科会規

定３ページの「東日本鉄

道」を「東日本旅客鉄道」

に修正してほしい。 

別紙の規約及び分科会規定の

赤字のとおり修正します。合

わせて、他の所属団体等の名

称についても誤りを修正しま

す。 

（南魚沼市交通政策室） 

 

 

●協議事項４ 監査員の選任について 

「承認する」と回答した委員数：22人 

「承認しない」と回答した委員数：０人 

 

出席委員の過半数の承認を得たため、協議会規約第９条第４項により、本議案

については原案のとおり承認されました。 

 

意見・理由等はありませんでした。 
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●協議事項５ 城内・五十沢地区におけるＡＩオンデマンド交通の運行について 

「承認する」と回答した委員数：22人 

「承認しない」と回答した委員数：０人 

 

出席委員の過半数の承認を得たため、協議会規約第９条第４項により、本議案

については原案のとおり承認されました。 

 

（承認する）意見あり１人 

委員名 委員からの意見・理由等 意見・理由に対しての回答 

本多委員（南魚沼

市社会福祉協議

会） 

①城内・五十沢地区とあ

るが、大月はコースに

入るのか。 

②方針が決まり次第再度

協議させていただくと

あるが、とりあえず現

状までで承認してほし

いという意味か。 

①大月につきまして、城内・

五十沢区域の運行エリアに

入るかどうか未定ですが、

１０月から大巻、六日町区

域においてもＡＩオンデマ

ンド交通の運行開始を予定

しており、いずれかの区域

に含まれるよう調整してお

ります。 

②そのとおりです。当該区域

における運行は国の補助金

の活用を予定しており、申

請にあたり本協議会での承

認が必要となっておりま

す。 

（南魚沼市交通政策室） 
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●協議事項６ フジロック期間中の夜間シャトルバスの運行について 

「承認する」と回答した委員数：22人 

「承認しない」と回答した委員数：０人 

 

出席委員の過半数の承認を得たため、協議会規約第９条第４項により、本議案

については原案のとおり承認されました。 

 

意見・理由等 

 

（承認する）意見あり１人 

委員名 委員からの意見・理由等 意見・理由に対しての回答 

貝瀬委員（南魚

沼市タクシー安

全協議会） 

今回の運行をトライアル

として、次年は南魚沼市

（六日町～浦佐）まで延

伸し、宿泊客増加に繋げ

ていけたら良いと思いま

す。 

今年度の事業においては、運行体

制や需要動向の把握、安全面の確

保等を踏まえ、越後湯沢エリアか

ら上越国際エリアまでの運行を計

画しています。いただいたご提案

につきましては、今後の利用実績

や需要分析、関係機関との調整状

況等を踏まえ、六日町・浦佐方面

への延伸の可能性も含め、来年度

以降の事業実施に向けて検討して

まいります。引き続き、地域全体

の誘客促進及び利便性向上に努め

てまいりますので、ご理解賜りま

すようお願い申し上げます。 

（南魚沼市観光戦略課） 

 



協議事項１：令和７年度事業報告及び収支決算について【資料No.１】 

令和７年度での費用に対する収益の割合は、8.31％でした。前年度の 8.98％から、

0.67％の減少となっております。主な理由としては人件費及び車両の修繕費が増加

したことによるものです。 

収支決算につきましては、会計監査報告書のとおり令和８年３月 26日に監査を受

けております。 

 

協議事項２：令和８年度事業計画及び収支予算について【資料 No.２】 

協議会の開催につきましては、市民バス運行の見直しにより、協議事項が発生し

た場合には、都度、協議会に諮りたいと考えております。 

 

協議事項３：南魚沼市地域公共交通協議会規約の一部改正について【資料 No.３】 

委員所属団体の名称変更により「南越後観光バス株式会社」を「南越後交通バス

株式会社」に、「南魚沼地域商工会連絡協議会」を「南魚沼商工会」に、「南越後観

光バス労働組合」を「南越後交通バス労働組合」に変更します。 

また、南魚沼市役所の機構改革により本協議会の事務局を「都市計画課」から

「交通政策室」に変更します。 

 

協議事項４：監査員の選任について 

地域公共交通協議会は規約第７条より監査員２名を置くこととしております。令

和８年４月１日より新たな任期となったため、改めて選任するものです。規約第７

条第４項では互選により選任することとなっておりますが、事務局案として下記２

名を推薦するものです。 

・新潟県南魚沼地域振興局企画振興部地域振興専門員 石川 剛 委員 

・六日町地域地区センター代表 五十沢地域づくり協議会事務長 山口 健一 委員 

 

協議事項５：城内・五十沢地区におけるＡＩオンデマンド交通の運行について 

【資料 No.４】 

令和８年４月から上田地区で実証運行を開始したＡＩオンデマンド交通の運行エ

リアを城内及び五十沢地区に拡大するものです。現在関係者と調整中の事項もある

ため、方針が決まり次第再度協議させていただきます。 

 

協議事項６：フジロック期間中の夜間シャトルバスの運行について【資料 No.５】 

本件のみ南魚沼市観光戦略課からの提案事項です。 

事業の実施にあたり国の補助事業である「交通空白」解消等リ・デザイン全面展

開プロジェクトを活用することとしており、申請にあたり本協議会での承認が必要

となっております。 



令和７年度事業報告 

１ 協議会の開催 

年月日 事 業 内  容 

５月 12日 第１回協議会 

（書面協議） 

・令和６年度事業報告及び収支決算について 

・令和７年度事業計画及び収支予算について 

・南魚沼市地域公共交通協議会規約の一部改正について 

・南魚沼市地域公共交通計画の変更について 

・市民バス中之島・吉里コースの停留所の位置の変更につ

いて 

６月 17日 第２回協議会 ・副会長の選任と挨拶について 

・地域公共交通確保維持事業（地域間幹線系統）に伴う「南

魚沼市地域公共交通計画」別紙の作成について 

・地域公共交通確保維持事業（地域内フィーダー系統）に

伴う「南魚沼市地域公共交通計画」別紙の作成について 

・公共交通再編の検討状況について 

７月７日 第３回協議会 

（書面協議） 

・市民バスの運行事業者の変更について 

７月 14日 運賃協議分科会 

（書面協議） 

・市民バス「薮神コース」、「赤石コース」の協議運賃につ

いて 

９月 11日 第４回協議会 

（書面協議） 

・ＡＩオンデマンド交通実証運行について 

12月 22日 第５回協議会 

（書面協議） 

・生活交通確保維持改善事業に関する事業評価について 

・市民バス大巻・泉コースの時刻表の変更について 

・ＡＩオンデマンド交通実証運行について 

・路線バス六日町＝小出線、六日町＝湯沢線の欠損額補填

について 

１月 21日 運賃協議分科会 

（書面協議） 

・上田地区における路線定期及び区域運行の協議運賃につ

いて 

１月 26日 第６回協議会 ・上田地区におけるＡＩオンデマンド交通の実証運行開始

について 

・南魚沼市地域公共交通計画の変更について 

 

 

 

 

 

 

資料№ １ 



２ 計画に基づく事業 

時 期 事 業 内  容 

４月～３月 市民バス運行の見直しの

検討・実施 

・運行見直しの検討・実施 

・運輸局への申請について協議 

４月～３月 ニーズの把握 ・運行事業者に対する利用状況の聞き取り、利用

者等からの要望受付 

４月～３月 住民周知 ・AIオンデマンド交通利用説明会 

（上田地区 12回、西泉田１回） 

・車内掲示、市報等によるバス事業の周知 

・バス停の整備 

 

 

３ 令和７年度 市民バス運行収支 

市民バス運行収支割合 

経常収益 経常費用 収支割合 

９，１５５，２６８円 １１０，２１１，１４７円 ８．３１％ 

 

運行１便当たりの運行収支 

運行便数 １便当たりの平均収益 １便当たりの平均経費 

１６，１１９ ５６７円 ６，８３７円 

 



１　収入 (単位：円）
款 項 目 予算額 決算額 比較増減

○負担金

　南魚沼市負担金 182,913

○補助金

　地域公共交通計画策定事業補助金 2,500,000

　地域内フィーダー系統補助金 6,410,000

3繰越金 １繰越金 １繰越金 0 0 0

4諸収入 １諸収入 １諸収入 0 1,673 1,673 預金利息 1,673

2,682,913 9,094,586 6,411,673

２　支出 (単位：円）
款 項 目 予算額 決算額 比較増減

○報償費

　 委員報償　　　       　 124,400
○旅費

   委員費用弁償　      16,380
○手数料

　 口座振替手数料　   12,870
2事業費 1事業費 1事業費 0 6,410,000 6,410,000 地域内フィーダー系統補助金 6,410,000

○戻入金

　地域公共交通計画策定事業補助金 2,500,000
　　※R6年度市一般会計に戻入済み

  南魚沼市負担金 30,936

４予備費 １予備費 １予備費 0 0 0

2,682,913 9,094,586 6,411,673

収入支出差引額　9,094,586円　-　9,094,586円　＝　0 円

合　　　計

１会議費

3返還金 １返還金 １返還金 2,500,000 2,530,936 30,936

182,913

870

△ 30,133

説　　　　　　　明

1事務費2事務費 12,000

１会議費 170,913 140,780

合　　　計

１運営費

12,870

南魚沼市地域公共交通協議会　令和７年度　収支決算

説　　　　　　　明

１負担金 １負担金 １負担金 182,913 0

2補助金 １補助金 １補助金 2,500,000 8,910,000 6,410,000





令和８年度事業計画（案） 

１ 協議会の開催 

年月日 事 業 内  容 

４月（今回） 第１回協議会 

（書面協議） 

・令和７年度事業報告及び収支決算について 

・令和８年度事業計画及び予算について 

・監査員の選任について 

・城内・五十沢地区におけるＡＩオンデマンド交通

の運行について 

・フジロック期間中の夜間シャトルバスの運行につ

いて 

６月頃 第２回協議会 ・市民バスの運行系統の変更、停留所の設置、時刻

表の変更について 

・地域公共交通計画別紙（幹線系統補助関係）につ

いて 

・地域公共交通計画別紙（フィーダー系統補助関係）

について 

・地域公共交通の再編について 

７月頃 第３回協議会 ・中之島地区、塩沢地区、石打地区、城内地区、五

十沢地区、大巻地区、六日町地区におけるＡＩオ

ンデマンド交通の実証運行開始について 

12月頃 第４回協議会 ・地域公共交通確保改善事業に関する事業評価につ

いて 

１月頃 第５回協議会 ・東地区、大崎地区、浦佐地区、薮神地区における

ＡＩオンデマンド交通の実証運行開始について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料№ ２ 



２ 計画に基づく事業 

時 期 事 業 内  容 

４月～３月 市民バス運行の見直

しの検討・実施 

・運行見直しの検討・実施 

・運輸局への申請について協議 

４月～３月 ニーズの把握 ・運行事業者に対する利用状況の聞き取り、利用者等

からの要望受付 

４月～３月 住民周知 ・AIオンデマンド交通利用説明会 

(1) ８、９月：中之島地区、塩沢地区、石打地区、

城内地区、五十沢地区、大巻地区、六日町地区 

(2) ２、３月：東地区、大崎地区、浦佐地区、薮神

地区 

・車内掲示、市報等によるバス事業の周知 

・バス停の整備 

 



１　収入 (単位：円）

款 項 目 予算額

１負担金 １負担金 １負担金 183,000 南魚沼市負担金

2補助金 １補助金 １補助金 6,410,000 地域内フィーダー系統補助金

3繰越金 １繰越金 １繰越金 0

4諸収入 １諸収入 １諸収入 0

6,593,000

２　支出 (単位：円）

款 項 目 予算額

１会議費 １会議費 170,000

2事務費 1事務費 13,000

2事業費 1事業費 1事業費 6,410,000 地域内フィーダー系統補助金

3返還金 １返還金 １返還金 0

４予備費 １予備費 １予備費 0

6,593,000

※予算の款項目間流用については会長に一任する。

　 

　令和８年度収支予算

１運営費

摘要

合　　　計

摘要

合　　　計

委員報酬、  委員費用弁償　　　       　

口座振替手数料　   
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南魚沼市地域公共交通協議会規約（改正案） 

（目的） 

第１条 この会は、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（平成１９年５月２５日法律第５

９号以下「再生法」という。）第６条第１項の規定に基づき、地域公共交通計画（以下「計画」と

いう。）の作成及び計画の実施に係る必要な協議を行うとともに、道路運送法（昭和２６年法律第

１８３号 以下「運送法」という。）の規定に基づき、地域における需要に応じた住民の生活に必要

なバス等の旅客運送の確保その他の旅客の利便の増進を図るため必要となる事項の協議を行うことを

目的とする。 

（名称） 

第２条 この会の名称は、南魚沼市地域公共交通協議会（以下「協議会」という。）とする。 

（事務所） 

第３条 協議会の事務所は、南魚沼市六日町１８０番地１ 南魚沼市役所内に置く。 

（協議事項） 

第４条 協議会は、次に掲げる事項を協議し、関係する事業を実施する。 

(1) 再生法に関すること。 

  ア 計画の作成及び変更に関すること。 

  イ 計画の実施に関すること。 

(2) 運送法に関すること。 

(3) 地域公共交通確保維持改善事業に関すること。 

 (4) その他協議会が必要と認めること。 

（委員） 

第５条 協議会の委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。 

 (1) 関係する都道府県又は市区町村 

 (2) 関係する交通事業者又は交通施設管理者等 

(3) 地方運輸局 

(4) 学識経験者 

 (5) その他協議会が必要と認める者 

（委員の任期） 

第６条 委員の任期は、２年とする。ただし、欠員により新たに委員となった者の任期は、前任者

の残任期間とする。 

２ 委員の再任は妨げない。 

（役員） 

第７条 協議会に、次の役員を置く。 

 (1) 会長  １名 

 (2) 副会長 ２名 

 (3) 監査員 ２名 

２ 会長は、南魚沼市長をもって充てる。 

３ 副会長は、副市長（特命）及び学識経験者をもって充てる。 
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４ 監査員は、委員の互選により選任する。 

（役員の職務） 

第８条 会長は、協議会を代表し、会務を総括する。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき、又は会長が欠けたときは、会長の職務を代理

する。この場合において会長の職務を代理する副会長の順序は、副市長（特命）、学識経験者の

順序とする。 

３ 監査員は、協議会の会計を監査し、その結果を協議会の会議において報告する。 

（会議の運営等） 

第９条 協議会の会議（以下「会議」という。）は、会長が招集し、議長となる。 

２ 会議は、委員の過半数が出席しなければ、開くことができない。 

３ 委員は、都合により会議を欠席する場合は、代理人を出席させることができることとし、代理

人の出席をもって当該委員の出席とみなす。 

４ 会議の決議方法は、出席委員の過半数の賛同をもって決定することとする。ただし、可否同数

の場合は、議長の決するところによる。 

５ 会議は、委員のほか、必要に応じて関係者の出席を求めることができる。 

６ 会議で決議した事項について、委員は、その結果を尊重しなければならない。 

７ 会議は、原則公開で行う。ただし、会議を公開することにより公正かつ円滑な議事運営に支障

が生じると認められる協議については、非公開で行うものとする。会議に関する情報は、南魚沼市

のホームページ等を利用して公表する。 

（分科会の設置） 

第１０条 協議会は、計画の検討及び実施に当たり、分科会を設置することができる。 

２ 分科会の名称、構成、運営その他必要な事項は、会長が別に定める。 

（事務局） 

第１１条 協議会は、協議会の運営に関する事務を行うため、南魚沼市建設部交通政策室内に事務

局を置く。 

２ 事務局の運営に関し必要な事項は、会長が定める。 

（経費） 

第１２条 協議会の経費は、負担金、補助金及びその他の収入をもって充てる。 

（財務） 

第１３条 協議会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わるものとする。 

２ 各会計年度における歳出は、その年度の歳入をもって、これに充てなければならない。 

３ 前２項に定めるもののほか、協議会の予算編成、現金の出納その他財務に関し必要な事項は、

会長が別に定める。 

（報酬及び費用弁償） 

第１４条 報酬及び費用弁償の額及び支給方法等は、会長が別に定める。 

（協議会解散の場合の措置） 

第１５条 協議会の決議に基づいて解散する場合は、委員総数の 4 分の３以上の同意を得なければ

ならない。 
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２ 協議会が解散した場合は、協議会の収支は、解散の日をもって打ち切り、会長が精算する。 

（規約の変更等） 

第１６条 この規約を変更するときは、協議会の承認を得なければならない。 

２ この規約に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が会議に諮り定める。 

 

附 則 

この規約は、平成２４年４月１日 から施行する。 

附 則 

この規約は、平成２５年５月２４日 から施行する。 

附 則 

この規約は、令和元年５月８日 から施行する。 

附 則 

この規約は、令和６年４月１日 から施行する。 

附 則 

この規約は、令和７年５月２１日 から施行する。 

附 則 

この規約は、令和８年５月 日 から施行する。 

 

 

委員（第５条） 

(1) 関係する都道府県又は市町村 

(2) 関係する交通事業者又は交通施設管理者等 

(3) 地方運輸局 

(4) 学識経験者 

(5) その他協議会が必要と認める者 

 

 区分 所属団体等 

1 (1)  市  南魚沼市長、副市長（特命）及びその指名する職員 

2 (1)  関係行政機関 新潟県南魚沼地域振興局企画振興部 

3 (1)  公安委員会 南魚沼警察署 

4 

(2) 公共交通事業者 

東日本旅客鉄道株式会社新潟支社越後湯沢駅 

5 北越急行株式会社 

6 南越後交通バス株式会社 

7 南魚沼市タクシー安全協議会 

8 

(2) 道路管理者 

国土交通省北陸地方整備局長岡国道事務所 

9 新潟県南魚沼地域振興局地域整備部 

10 南魚沼市建設部建設課 
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11 (3) 地方運輸局  国土交通省北陸信越運輸局 

12 (4) 学識経験者 大学教授等 

13 

(5) 市民又は旅客 

塩沢地域地区センター代表 

14 大和地域地区センター代表 

15 六日町地域地区センター代表 

16 南魚沼市社会福祉協議会 

17 南魚沼市身体障がい者協会 

18 南魚沼商工会 

19 女性代表 

20 (5) 運転手が組織する団体 南越後交通バス労働組合 

 



南魚沼市地域公共交通協議会分科会規程（改正案） 

 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、南魚沼市地域公共交通協議会規約（以下「規約」という。）第１０条

に基づき、南魚沼市地域公共交通協議会の分科会の組織及び運営に関し必要な事項を定

めるものとする。 

 

（所掌事務） 

第２条 分科会は、規約第４条各号に掲げる事項について、専門的に協議又は調整を行う

ものとする。 

 

（組織） 

第３条 分科会の名称及び協議事項は、別表のとおりとする。 

２ 分科会を構成する委員（以下「委員」という。）は、協議会の会長が指名する。 

 

（分科会長） 

第４条 分科会に分科会長を置く。 

２ 分科会長は、委員の互選により定める。 

３ 分科会長は、分科会を代表し、会を掌握する。 

 

（会議） 

第５条 分科会の会議は、分科会長が招集し、議長となる。 

２ 分科会の会議は、必要に応じて関係する他の分科会と合同で開催することができる。 

 

（関係者の出席） 

第６条 分科会の会議は、協議に必要があると認めるときは、関係者の出席を求めて意見

若しくは説明を聴き、又は関係者に対して必要な資料を求めることができる。 

 

（協議結果の取扱い） 

第７条 分科会において協議を行った事項については、協議会へ報告するものとする。 

 

（報酬及び費用弁償） 

第８条 分科会の委員の報酬及び費用弁償は南魚沼市地域公共交通協議会報酬及び費用弁

償規程による。ただし、協議会と同日開催の場合は、これを支給しないものとする。 

資料№ ３-２ 



 

（庶務） 

第９条 分科会の会議の庶務は、協議会事務局が行う。 

 

（その他） 

第１０条 この規程に定めるもののほか、必要な事項は、会長が協議会に諮り定める。 

 

附則 

 この規程は、平成２４年６月２８日から施行する。 

 

附則 

 この規程は、令和６年６月２７日から施行し、令和５年１０月１日から適用する。 

 

附則 

 この規程は、令和８年５月 日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙 

 （第３条） 

 

分科会所掌事務 

 

分科会名 協議事項 委員 

調査分科会 スケジュール、アンケート

内容等について協議 

南魚沼市 

南越後交通バス㈱ 

北越急行㈱ 

塩沢地域地区センター 

南魚沼市社会福祉協議会 

女性代表 

国土交通省北陸信越運輸局新潟運輸支

局 

 

利用啓発分科会 利用者増に向けて協議 東日本旅客鉄道㈱新潟支社越後湯沢駅 

南魚沼市タクシー安全協議会 

大和地域地区センター 

六日町地域地区センター 

南魚沼市障がい者協会 

南魚沼商工会 

 

 

運賃協議分科会 地域における需要に応じ

当該地域の住民の生活の

ための旅客の運送を確保

する必要がある路線又は

営業区域に係る運賃等に

ついて協議 

南魚沼市 

当該運賃等を定めようとする交通事業

者 

国土交通省北陸信越運輸局 

協議会長が住民の意見を代表する者と

して指名する者 
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南魚沼市地域公共交通協議会事務局規程（改正案） 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、南魚沼市地域公共交通協議会規約第１１条の規定に基づき、南魚沼

市地域公共交通協議会（以下「協議会」という。）の事務局の運営に関し、必要な事項を

定める。 

 

（所掌事務） 

第２条 事務局は、次に掲げる事項を所掌する。 

（１）協議会の会議に関すること。 

（２）協議会の資料作成に関すること。 

（３）協議会の庶務に関すること。 

（４）前各号に掲げるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項。 

 

（職員等） 

第３条 事務局に事務局長・事務局次長、その他必要な職員を置く。 

２ 事務局長は、南魚沼市建設部長をもって充てる。 

３ 事務局次長は、南魚沼市建設部交通政策室長をもって充てる。 

４ 事務局員は、南魚沼市建設部交通政策室職員をもって充てる。 

 

（専決事項） 

第４条 事務局長は、次に掲げる事項を専決することができる。ただし、異例又は重要と 

認められる事項については、この限りでない。 

（１）事務局の運営に関すること。 

（２）物品の購入その他協議会の運営に必要な契約の締結に関すること。 

（３）物品及び現金の出納に関すること。 

（４）前各号に掲げるもののほか、軽易な事項に関すること。 

 

（文章の取扱い） 

第５条 事務局における文章の収受、配布、処理編集、保存その他文章に関し必要な事項

は、南魚沼市において定められている文章の取扱いの例による。 

 

（公印の取扱い） 

第６条 協議会の公印の種類は会長印とし、公印の名称、形状、書体、寸法、用途、個数

及び管理者は別表のとおりとする。 

資料№ ３-３ 



2 

 

２ 協議会の公印の保管、取扱い等については、南魚沼市において定められている公印の

取扱いの例による。 

 

（その他） 

第７条 この規程に定めるもののほか、必要な事項は、会長が協議会に諮り定める。 

 

 

附 則 

 この規程は、平成２４年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、令和８年５月 日から施行する。 
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別表（第６条関係） 

 

 

名称 形状 書体 寸法 用途 個数 管理者 

南魚沼市

地域公共

交通議会

長之印 

 てん書 

 

21*21 会長名を

もって発

送する文

書 

1 事務局長 

 

南魚沼市

地域公共

交通協議

会長之印 



議題第 3-1号 南魚沼市公共交通協議会規約の改正について 

改正後 改正前 

第１条～第 10条 （略） 

 

（事務局） 

第 11条 協議会は、協議会の運営に関する事務を行うため、南魚沼市建

設部交通政策室内に事務局を置く。 

 

第 12条～第 16条 （略） 

 

附 則 

この規約は、平成２４年４月１日 から施行する。 

附 則 

この規約は、平成２５年５月２４日 から施行する。 

附 則 

この規約は、令和元年５月８日 から施行する。 

附 則 

この規約は、令和６年４月１日 から施行する。 

附 則 

この規約は、令和７年５月 21日 から施行する。 

附 則 

この規約は、令和８年５月 日 から施行する。 

 

委員（第５条） 

(1) 関係する都道府県又は市町村 

(2) 関係する交通事業者又は交通施設管理者等 

(3) 地方運輸局 

(4) 学識経験者 

(5) その他協議会が必要と認める者 

 

第１条～第 10条 （略） 

 

（事務局） 

第 11条 協議会は、協議会の運営に関する事務を行うため、南魚沼市建

設部都市計画課内に事務局を置く。 

 

第 12条～第 16条 （略） 

 

附 則 

この規約は、平成２４年４月１日 から施行する。 

附 則 

この規約は、平成２５年５月２４日 から施行する。 

附 則 

この規約は、令和元年５月８日 から施行する。 

附 則 

この規約は、令和６年４月１日 から施行する。 

附 則 

この規約は、令和７年５月 21日 から施行する。 

 

 

 

委員（第５条） 

(1) 関係する都道府県又は市町村 

(2) 関係する交通事業者又は交通施設管理者等 

(3) 地方運輸局 

(4) 学識経験者 

(5) その他協議会が必要と認める者 

 



 区分 所属団体等 

1 (1) 市 南魚沼市長、副市長（特命）及びその指名す

る職員 

2 (1) 関係行政機関 新潟県南魚沼地域振興局企画振興部 

3 (1) 公安委員会 南魚沼警察署 

4 (2) 公共交通事業 

  者 

東日本旅客鉄道株式会社新潟支社越後湯沢

駅 

5 北越急行株式会社 

6 南越後交通バス株式会社 

7 南魚沼市タクシー安全協議会 

8 (2) 道路管理者 国土交通省北陸地方整備局長岡国道事務所 

9 新潟県南魚沼地域振興局地域整備部 

10 南魚沼市建設部建設課 

11 (3) 地方運輸局 国土交通省北陸信越運輸局 

12 (4) 学識経験者 大学教授等 

13 (5) 市民又は旅客 塩沢地域地区センター代表 

14 大和地域地区センター代表 

15 六日町地域地区センター代表 

16 南魚沼市社会福祉協議会 

17 南魚沼市身体障がい者協会 

18 南魚沼商工会 

19 女性代表 

20 (5) 運転手が組織 

する団体 

南越後交通バス労働組合 

 

 区分 所属団体等 

1 (1) 市 南魚沼市長、副市長（特命）及びその指名す

る職員 

2 (1) 関係行政機関 新潟県南魚沼地域振興局企画振興部 

3 (1) 公安委員会 南魚沼警察署 

4 (2) 公共交通事業 

  者 

東日本鉄道株式会社新潟支社越後湯沢駅 

 

5 北越急行株式会社 

6 南越後観光バス株式会社 

7 南魚沼市タクシー安全協議会 

8 (2) 道路管理者 国土交通省北陸地方整備局長岡国道事務所 

9 新潟県南魚沼地域振興局地域整備部 

10 南魚沼市建設部建設課 

11 (3) 地方運輸局 国土交通省北陸信越運輸局 

12 (4) 学識経験者 大学教授等 

13 (5) 市民又は旅客 塩沢地域地区センター代表 

14 大和地域地区センター代表 

15 六日町地域地区センター代表 

16 南魚沼市社会福祉協議会 

17 南魚沼市身体障がい者協会 

18 南魚沼地域商工会連絡協議会 

19 女性代表 

20 (5) 運転手が組織 

する団体 

南越後観光バス労働組合 

 

 

 

 

 



議題第 3-2号 南魚沼市地域公共交通協議会分科会規程の改正について 

改正後 改正前 

第１条～第 10条 （略） 

 

附則 

この規程は、平成２４年６月２８日から施行する。 

 

附則 

この規程は、令和６年６月２７日から施行し、令和５年１０月１日か

ら適用する。 

 

附則 

 この規程は、令和８年５月 日から施行する。 

 

別紙 

 （第３条） 

分科会所掌事務 

分科会名 協議事項 委員 

調査分科会 スケジュール、アン

ケート内容等につい

て協議 

南魚沼市 

南越後交通バス㈱ 

北越急行㈱ 

塩沢地域地区センター 

南魚沼市社会福祉協議会 

女性代表 

国土交通省北陸信越運輸局

新潟運輸支局 

第１条～第 10条 （略） 

 

附則 

 この規程は、平成２４年６月２８日から施行する。 

 

附則 

 この規程は、令和６年６月２７日から施行し、令和５年１０月１日か

ら適用する。 

 

 

 

 

別紙 

 （第３条） 

分科会所掌事務 

分科会名 協議事項 委員 

調査分科会 スケジュール、アン

ケート内容等につい

て協議 

南魚沼市 

南越後観光バス㈱ 

北越急行㈱ 

塩沢地域地区センター 

南魚沼社会福祉協議会 

女性代表 

国土交通省北陸信越運輸局

新潟支局 



利用啓発分

科会 

利用者増に向けて協

議 

東日本旅客鉄道㈱新潟支社

越後湯沢駅 

南魚沼市タクシー安全協議

会 

大和地域地区センター 

六日町地域地区センター 

南魚沼市障がい者協会 

南魚沼商工会 

以下略 
 

利用啓発分

科会 

利用者増に向けて協

議 

東日本鉄道㈱新潟支社越後

湯沢駅 

南魚沼市タクシー安全協議

会 

大和地域地区センター 

六日町地域地区センター 

南魚沼市障がい者協会 

南魚沼地域商工会連絡協議

会 

以下略 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



議題第 3-3号 南魚沼市地域公共交通協議会事務局規程の改正について 

改正後 改正前 

第１条～第２条 （略） 

 

（職員等） 

第３条 事務局に事務局長・事務局次長、その他必要な職員を置く。 

２ 事務局長は、南魚沼市建設部長をもって充てる。 

３ 事務局次長は、南魚沼市建設部交通政策室長をもって充てる。 

４ 事務局員は、南魚沼市建設部交通政策室職員をもって充てる。 

 

第４条～第７条 （略） 

 

附 則 

 この規程は、平成２４年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、令和８年５月 日から施行する。 

 

 

 

第１条～第２条 （略） 

 

（職員等） 

第３条 事務局に事務局長・事務局次長、その他必要な職員を置く。 

２ 事務局長は、南魚沼市建設部長をもって充てる。 

３ 事務局次長は、南魚沼市建設部都市計画課長をもって充てる。 

４ 事務局員は、南魚沼市建設部都市計画課職員をもって充てる。 

 

第４条～第７条 （略） 

 

附 則 

 この規程は、平成２４年４月１日から施行する。 
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城内・五十沢地区におけるＡＩオンデマンド交通の運行について 

 

令和８年４月から上田地区で実証運行を開始したＡＩオンデマンド交通「MOSS」の運行

エリアを城内及び五十沢地区に拡大します。 

 

１ 運行内容（予定） 

朝夕の時間帯は路線定期で運行し、日中の時間帯を区域運行（ＡＩオンデマンド交通）

で運行する。 

 (1) 区域運行（ＡＩオンデマンド交通） 

  (a) 運行エリア 

    別紙１のとおり 

  (b) 運行時間 

    9:00～17:30 

  (c) 運行方式 

運行エリア内で予約に応じて停留所から停留所の間を乗合で運行する。 

  (d) 停留所 

(i) 現在の市民バス城内コース、五十沢・大月コース及び路線バス六日町～山口・八

海山スキー場線、六日町～野中線の停留所を踏襲 

(ii) 「城内・五十沢区域」では停留所間の距離が概ね 300 メートルとなるように配置 

(iii) 「六日町市街地区域」では、主な商業施設、医療施設、公共施設に設置 

  (e) 予約期限 

    乗車の１週間前から 30 分前まで 

  (f) 乗降制限 

六日町市街地区域の停留所から同市街地区域の停留所への移動は不可 

 

 (2) 路線定期運行 

  (a) 運行経路 

    城内及び五十沢地区と六日町市街地を結んで運行 

  (b) 時刻表 

 朝夕の通勤・通学の時間帯で現在の路線バスの運行時刻で暫定的に運行 

 

２ 運行事業者 

(1) 区域運行（ＡＩオンデマンド交通） 

銀嶺タクシー株式会社 

 (2) 路線定期運行 

調整中 
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３ 運行日 

週５日（月・火・水・木・金）、12 月 29 日、30 日 

祝日と 12 月 31 日～１月３日は運休 

※12 月 29 日、30 日は土曜・日曜・祝日でも運行 

 

４ 運賃 

運賃、運賃割引（小学生、障がい者等）、その他各種の割引については本協議会の分科会

である運賃協議会分科会で別途協議を行う。 

 

５ 車両 

 (1) 区域運行 

トヨタ ハイエース 10 人乗り １台 

 (2) 路線定期運行 

調整中 

 

６ 運行開始予定 

 (1) 区域運行 

令和８年 10 月１日（火）から 

 (2) 路線定期運行 

調整中 



 運行区域図 
別紙１ 

六日町市街地区域 

城内・五十沢区域 



 

フジロック期間中の夜間シャトルバスの運行について 

 

【概要】 

フジロック期間中の夜間において、南魚沼市方面の宿泊施設に泊まる方が

一定程度おり、越後湯沢駅東口のタクシー乗り場に行列ができる現状がある。 

  国庫補助を活用し、フジロックオフィシャルツアー用シャトルバスを道路

運送法第 21条に基づく「乗合バス」として運行し、ツアー客以外の方も乗れ

るようにすることで二次交通を確保するとともに、宿泊施設の営業機会の拡

大及び消費額の向上を図る。 

 

①運行ルート 

   越後湯沢駅東口～グリーンプラザ上越 

②運行期間と時間 

   令和８年７月 24～26日 22時から 26時の間、30分に１本程度 

③停車場所 

   今後調整するが降車ニーズの高い（宿泊施設集積地）地区を想定 

④運賃（現時点では未確定） 

   2,000円／回（ツアー参加者は 1,000円） 

⑤実施主体 

   湯沢版 MaaS推進協議会 

 

資料№ ５ 


